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　旭町重富地区にある観音滝では、梅雨の頃大輪のあ

じさいが咲きほこります。

　また、毎年この時期には、あじさい祭りが馬
ば

頭
とう

観音

供養にあわせて開催されます。

　滝から放出されるマイナスイオンで癒し効果バツグ

ン！夏でも爽やかな清涼スポットに涼を感じに来てみ

ませんか?

　主な内容

７月23日は「市民防災の日」 ……………………………Ｐ２
第１回弥栄町「田んぼの生き物、美しい田園風景」
写真＆絵コンテスト ………………………………………Ｐ３
子育て＆健康ひろば ……………………………… Ｐ８～Ｐ12

浜
田
市
市
民
憲
章

（
平
成
18
年
10
月
１
日
制
定
）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

　

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

こ
の
憲
章
を
定
め　

力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り　

よ
い
習
慣
を
育
て

　
　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

心
身
の
健
康
に
心
が
け　

明
る
い
家
庭
を
築
き

　
　

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
と
誇
り
を
も
ち

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

郷
土
を
愛
し　

教
養
を
高
め

　
　

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

高
齢
者
を
う
や
ま
い　

こ
ど
も
を
は
ぐ
く
み

　
　

み
ん
な
が
助
け
合
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

　
　

お
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

色鮮やかに滝しぶき浴びて…



※
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事故防止

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

夏
を
迎
え
、
海
や
山
へ
の
行
楽

や
帰
省
な
ど
に
よ
り
県
内
外
か
ら

の
交
通
量
が
増
加
し
、
無
理
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
過
労
運
転
や

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
安
全
の

不
確
認
に
よ
り
交
通
事
故
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
７
月
21
日

㈯
か
ら
８
月
20
日
㈪
ま
で
の
間
、

「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。

運
動
の
重
点
は
次
の
４
点
で
す
。

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

④
過
労
運
転
の
防
止
と
無
謀
運
転

の
追
放

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
安
全
運

転
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

（
総
務
課
防
災
交
通
係
）

　

枯
れ
木
を
放
置
し
て
お
く
と
、

倒
れ
て
人
家
や
施
設
、
ま
た
は
人

身
に
被
害
を
及
ぼ
す
危
険
が
あ
り

ま
す
。

　

被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

木
の
所
有
者
に
責
任
が
問
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

所
有
す
る
立
ち
木
は
注
意
し
て

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

（
農
林
課
）

野
外
焼
却
の
禁
止
に
つ
い
て

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
廃
棄
物

を
野
外
焼
却
す
る
こ
と
は
原
則
と

し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
公
益
上
、
も
し
く
は
社
会
の

慣
習
上
や
む
を
え
な
い
廃
棄
物
の

焼
却
、
ま
た
は
周
辺
地
域
の
生
活

環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微
で
あ

る
廃
棄
物
の
焼
却
と
し
て
政
令
で

定
め
ら
れ
る
も
の
は
、
焼
却
し
て

も
か
ま
わ
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、

次
に
あ
げ
る
も
の
は
野
外
焼
却
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

禁
止
規
定
の
例
外

○
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が

そ
の
施
設
の
管
理
を
行
う
た
め

に
必
要
な
廃
棄
物
焼
却
（
河
川

管
理
の
た
め
の
草
木
な
ど
の
焼

却
）

○
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜

害
そ
の
ほ
か
の
災
害
の
予
防
、

応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め

に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却 

○
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃

棄
物
の
焼
却
（
と
ん
ど
焼
き
な

ど
地
域
行
事
に
お
け
る
不
用
と

な
っ
た
門
松
や
し
め
縄
な
ど
の

焼
却
、
ま
た
は
供
養
の
た
め
の

塔と
う

婆ば

の
焼
却
な
ど
）

　

※
供
養
・
追
善
の
た
め
、
墓
な
ど
に

　

立
て
る
細
長
い
板

○
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
え
な
い
も
の

と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼

却
（
稲
わ
ら
、
伐
採
し
た
枝
な

ど
の
焼
却
）

○
た
き
火
そ
の
ほ
か
日
常
生
活
を

営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も

の
（
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
）

※　

軽
微
な
焼
却
で
あ
っ
て
も
、

煙
や
に
お
い
で
周
辺
地
域
に
迷

惑
が
か
か
る
場
合
は
、
禁
止
規

定
の
例
外
か
ら
外
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
市
の

収
集
に
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
・
ビ
ニ
ー

ル
類
に
つ
い
て
は
、
焼
却
で
き

ま
せ
ん
の
で
必
ず
市
の
収
集
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
を
放
し
飼
い
に
し
て
い
ま
せ

ん
か
？
も
し
く
は
、
リ
ー
ド（
綱
・

鎖
な
ど
）
を
は
ず
し
て
散
歩
さ
せ

て
い
ま
せ
ん
か
？
飼
い
主
に
と
っ

て
は
家
族
同
様
の
か
わ
い
い
犬
で

も
、
周
り
に
は
犬
好
き
な
人
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怖
い
と
感

じ
る
人
も
い
ま
す
。

　

放
し
飼
い
や
リ
ー
ド
を
は
ず
し

た
ま
ま
で
の
散
歩
は
危
険
な
の
で

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
犬
が
離
れ
な
い
よ
う
に
、
常

に
首
輪
の
大
き
さ
、
リ
ー
ド
、
柵

や
檻
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課（
☎
本
庁
内
線
２
２
３
、

２
２
４
）

　昭和58年、63年と２度にわたり、大きな
災害に見舞われた浜田市では、防災への思
いを新たにするため、毎年７月23日を「市
民防災の日」と定め、犠牲になられた人の
ご冥福を祈り、追悼サイレンを吹鳴して黙
祷をささげることとしています。（浜田市
防災行政無線により実施します。）
　浜田市は、あの災害から得た教訓を忘れ
ることなく子々孫々に伝え、災害に強いま
ちづくりを推進していきます。
追悼サイレン実施
日　７月23日㈪
放送開始時刻　午後０時３分頃

（総務課防災交通係）

注 意

危
険
な
枯
れ
木
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

町
内
清
掃
や
自
宅
付
近
の
草
刈

を
行
っ
た
後
に
、
除
草
剤
を
散
布

す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

除
草
剤
を
散
布
す
る
際
に
は
、

記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
上
の
注
意

を
守
り
、
適
正
使
用
を
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
周
囲
へ
飛
散

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ま
へ

除
草
剤
を
適
正
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

７月23日は
「市民防災の日」

し
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
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第
１
回 

弥
栄
町
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
、
美
し
い
田
園
風
景
」
写
真
＆
絵
コ
ン
テ
ス
ト

〜
探
し
て
み
よ
う
！

見
つ
け
て
み
よ
う
！
「
田
ん
ぼ
」
が
は
ぐ
く
む
宝
物
〜

平和アピールパネル展

　昭和20年８月６日、世界最初の原
子爆弾が広島に投下されました。
　終戦から62年を経て、戦争の記憶
が薄れつつあります。人類が二度と
核による悲しみを被ることのないよ
う「原爆の悲惨さ」を訴え、今忘れ
去られようとしている「平和の尊さ」
を市民の皆さんに再度確認してもら
うためパネル展を開催します。
日程　８月１日㈬～15日㈬
展示内容　広島・長崎原爆写真ポス
ター

場所　市役所本庁１階
　市民ロビー
問い合わせ先
　総務課庶務広報係
　（☎３２３、３２４）

　

弥
栄
町
で
は
、
た
く
さ
ん
の
農

家
が
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
量

を
減
ら
し
た
米
作
り
を
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
農
法
の
お
か
げ
で

「
田
ん
ぼ
」
の
周
り
に
多
く
の
生

き
物
が
よ
み
が
え
り
、
小
さ
な
生

き
物
も
自
然
環
境
保
全
や
土
づ
く

り
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
ん
な
生
き
物
や
田
園

風
景
を
「
写
真
」
や
「
絵
」
に
し

て
コ
ン
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。
み
ん

な
で
豊
か
な
自
然
を
み
つ
け
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
小
さ
な
生
き

物
の
役
割
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

テ
ー
マ　

①
田
ん
ぼ
や
水
路
な
ど

周
辺
の
生
き
物

報
は
、
適
正
に
管
理
し
、
他
目

的
で
使
用
、
提
供
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応
募
作

品
は
「
展
示
」
や
「
や
さ
か
米
」

の
Ｐ
Ｒ
資
料
と
し
て
活
用
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。（
作
品
の

著
作
権
な
ど
は
主
催
者
に
帰
属

し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。）

表
彰　

入
賞
作
品
は
賞
状
と
商
品

を
差
し
上
げ
ま
す
。

展
示　

入
賞
作
品
は
ゆ
う
ひ
パ
ー

ク
浜
田
で
展
示
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

弥
栄
支

　

所
産
業
課
【
〒
６
９
７
‐
１
２

　

１
１　

弥
栄
町
長
安
本
郷
５
４

　

２
番
地
１
（
☎
48
２
１
１
２
、

FAX
48
２
１
３
１
）

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
本
人
の
年

金
記
録
の
確
認
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
専
用
の
年
金
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

複
数
の
年
金
制
度
の
加
入
歴
の

あ
る
人
や
改
姓
さ
れ
た
人
な
ど
、

年
金
加
入
記
録
に
不
安
や
疑
問
が

あ
る
人
は
、
社
会
保
険
庁
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
、
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
、
年
金
証
書

を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
年
金
手
帳
な
ど
が
見
あ

た
ら
な
い
場
合
は
、
本
人
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転

免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
相
談
に
来
る
場
合

は
、「
依
頼
状
」
と
代
理
人
の
本

人
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
方
法

・
社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
相
談

窓
口

・「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
の

電
話

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
‐

６
５
７
８
３
０
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
る
年
金
加

入
履
歴
の
取
得

http://w
w
w
.sia.go.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
社
会
保
険
事
務
所

　
（
☎
㉒
０
６
７
２
）

年金記録

社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

皆
さ
ん
の
年
金
記
録
は

い
つ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

１１９番通報について

　今年の４月１日㈰か
ら、一般加入電話や携
帯電話、ＩＰ電話から
１１９番通報すると通報
した場所がわかるようになりました。
　しかし、より正確に通報場所を確
認する必要があるため、従来どお
り、名前や通報場所の所在地、目標
となる建物などを伝えてください。
　特に、携帯電話からの通報の場
合、機種や電波の受信状態により誤
差が生じ、通報場所がわからない場
合がありますが、必要に応じてこち
らからも尋ねることがありますの
で、ご協力ください。
　また、火災、救急などの災害
の場合は、必ず１１９番へかけ
てください。

(浜田消防署 )

　

②
美
し
い
田
園
風
景

撮
影
地
域　

弥
栄
町
内

応
募
期
間　

９
月
30
日
㈰

作
品
規
格　

自
由

申
込
方
法　

応
募
票
〔
㈱
ゆ
う

ひ
パ
ー
ク
浜
田
、
㈱
ほ
ん
き

村
（
黒
川
町
）、
農
林
課
も
し

く
は
弥
栄
支
所
産
業
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。〕

に
撮
影
（
描
写
）
場
所
、
撮

影
（
描
写
）
日
、
氏
名
、
住

所
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
応
募
作
品
に
添
付
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
応
募
票
は
、
任
意
様
式

可
能
で
す
。）

※　

応
募
票
に
記
入
し
た
個
人
情
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現
在
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
市
が
策
定
す
る
地

域
福
祉
の
計
画
に
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
福
祉
に
関
す

る
意
見
や
要
望
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
内
各
地
で

市
民
懇
話
会
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
新

た
に
次
の
と
お
り
開
催
日
時
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

開
催
地
区
、日
時
、場
所

旭
自
治
区　

和
田
地
区

　

７
月
18
日
㈬　

重
富
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

三
隅
自
治
区　

井
野
地
区

　

７
月
19
日
㈭　

井
野
公
民
館

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
㉒
０
０
９
４
）

浜
田
市
民
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す
。

（英語では、人が仕事を変えることなどで新しい活
動の場に移動する時に「m

ム ー ヴ
ove t

トゥ
o p

パ ス チ ャ ー ズ
astures n

ニ ュ ー
ew」

（新しい牧草地へ移動する）という言葉がよく使わ
れている。)

　古
いにしえ

 の欧州人の憧れである日本での生活が終わり、
将来に対する楽観と大好きな浜田を離れる悲しみを
同時に感じて帰国の支度を終えました。２年前、ロ
ンドンのヒースロー空港で日本行きの飛行機に乗る
のを待っていた私は、搭乗券をしっかりと握りなが
ら日本で就職する国際交流員の仕事について悩んで
いました。空港ラウンジの非日常の環境で、人前で
話す自信があまりなかった非社交的な私が一体どう
やって日本人の皆さんとうまく交流できるのかと一
人悩んでいました。内向的な私には無人島で羊の面
倒を見る仕事の方がふさわしいんじゃないだろうか
と思いながら、東洋行きの７４７機に乗ってしまい
ました。
　しかし、後になって改めて考えるとそんなに心配
する必要がなかったのかもしれません。国際交流員
として日本で過ごした２年間（松江市１年、浜田市
１年）の現実が予想を上回り、一つひとつの事がス
ムーズにいったとは言えませんが、皆さんと有意義
な交流を楽しみながら、やりがいのある２年間の仕
事を無事に終えることができました。島根県および
浜田市の皆さんのご支援と積極的なご協力に勇気づ
けられ、人前で話したり、人に心を開いて人間同士
の交流をすることができるようになりました。つま
り、国際交流員としての体験と皆さんのおかげで、
人間として成長し、違いを受け入れる事と異文化に
対する寛容の大切さを理解できるようになりました。
　外国人と交流したり、外国に住んだりすると、自
分の文化と異なった物事によく触れると思います。
この物事の中で受け入れにくいところと理解しにく
いところがあるに違いありません。もちろん、人間

は自分の文化と異なる物事を疑う傾向がありますが、
異なることを全て疑い、異文化から何も受け入れな
いと視野が広くならず、人間として成長できません。
　しかし、国際交流をしながら、私たち人間が忘
れてはいけないのは、異なる物事が必ずしも自分に
とって悪い物事だとは限らないということです。国
際交流と世界の人々の相互理解を促すために、私た
ち人間は異文化や違いを受け入れる寛容さを持つ必
要があります。もちろん、異文化や違いのすべてを
盲目的に受け入れるのは危ないですが、完全に理解
できない違いでも疑いすぎず、ある程度に受け入れ
ないといけません。つまり、国際交流の秘訣は異文
化を受け入れることや違いに対する寛容さを持つこ
とだと思います。
　私は初めて日本に来た時に、「自転車はなぜ歩道
を利用するのか？」、「日本人はなぜズルズル音を立
てながら麺を食べるのか」などとひそかに考えなが
ら、日本の文化と社会の全てを疑って何も受け入れ
ませんでした。今でも、私は日本の社会と文化を完
璧に理解はしていません。ですが、長い間日本に住
み、皆さんとやりがいのある交流をしていくこと
で、日本の異なった文化やイギリスと日本の相違点
を受け入れ、異文化に対する寛容さをよりよく持つ
ようになってきました。これからも国際交流員の仕
事のおかげで身に付いた異文化を受け入れる寛容さ
を新しい牧草地で活かして人間としての成長を続け
たいと思います。
　皆さん、楽しい交流や貴重な体験を誠にありがと
うございました。これから、新しい牧草地へ移動し
ますが、浜田で習ったことと忘れない思い出を持っ
て行きます。ター、トゥラー！
　（私の故郷の方言では、「ター（Ta）」は「ありが
とう」という意味があります。「トゥラー（Tarra）」
は「じゃあね、また会いましょう」という意味があ
ります。）

新しい牧草地へ
浜田市国際交流員　マシュー・スリース

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
よ
い
記
念
に
な
り
ま
す
よ
。

対
象　

小
学
生
親
子
（
先
着
25
組
・
無
料
）

日
時　

１
回
目　

８
月
５
日
㈰
、
２
回
目　

８
月
19

日
㈰
（
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
）

場
所　

浜
田
公
民
館

持
っ
て
く
る
も
の　

１
回
目　

も
の
さ
し
（
30
㎝
）・

　

カ
ッ
タ
ー
・
鉛
筆
・
消
し
ゴ
ム
・
は
さ
み　

　

２
回
目　

色
鉛
筆
、
ク
ー
ピ
ー
な
ど
絵
を
か
く
道

具
（
い
ず
れ
も
新
聞
紙
１
日
分
が
必
要
で
す
。）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日　

７
月
23
日
㈪

申
し
込
み
先　

浜
田
図
書
館
（
☎
㉒
０
４
８
０
）

絵
本
作
り
講
習
会
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今
回
、
第
８
期
学
友
会
執
行
委

員
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
た
２
回
生
の
大
楠

愛
与
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
期
私
が
進
め
て
い
き
た
い
こ

と
は
、
島
根
県
立
大
学
内
の
交
流

で
す
。
今
年
の
４
月
か
ら
、
松
江

の
女
子
短
大
と
、
出
雲
の
看
護
短

大
が
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は
統
合
前

に
お
互
い
の
学
校
を
知
ろ
う
！
と

い
う
こ
と
で
、
両
短
大
の
大
学
祭

で
、
県
立
大
学
の
学
校
紹
介
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。
海
友
祭
で

も
、
両
短
大
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
学
校
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
は
ク
ラ
ブ
を

通
じ
て
の
交
流
や
、
３
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
の
大
学
祭
に
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
出
店
す
る
な
ど
さ
ら
に
充

実
し
た
大
学
間
交
流
を
行
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
執
行
委
員
会
は
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
活
動
の
一
つ
と
し
て
浜

田
高
校
の
生
徒
会
と
協
力
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
、
浜
高
祭

に
参
加
し
た
り
し
ま
し
た
。
今
後

も
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

大
学
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

海
友
祭
や
運
動
会
な
ど
の
行
事
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

大
学
は
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
知
識
を
増
や
し
、
最
大

限
に
可
能
性
を
伸
ば
す
場
所
だ
と

思
い
ま
す
。
勉
強
や
ク
ラ
ブ
、
夏

休
み
の
異
文
化
理
解
研
修
な
ど
多

く
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ

れ
を
今
後
の
執
行
委
員
会
活
動
に

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

生
な
ど
本
学
学
生
お
よ
び
市
民
が

総
勢
１
２
０
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
畳
ヶ
浦
か
ら
石
見

海
浜
公
園
ま
で
の
約
３
㎞
の
道
の

り
を
、
参
加
者
同
士
で
歓
談
し
な

が
ら
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
到
着
地
の
石
見
海
浜
公

園
で
は
、「
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
」

と
「
浜
田
中
国
語
友
の
会
」
に
よ

る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
韓
国
料
理
作

り
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
に
よ

る
「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
の

合
唱
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
実

施
さ
れ
、
留
学
生
と
市
民
の
交
流

の
輪
は
ま
す
ま
す
大
き
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

島
根
県
立
大
学
で
教
え
始
め

て
、
２
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
学

生
諸
君
の
コ
メ
ン
ト
を
読
む
と
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
い
る

な
、
と
思
う
と
同
時
に
、
も
う
少

し
視
野
を
広
げ
れ
ば
よ
り
よ
い
社

会
人
に
な
る
の
に
な
、
と
感
じ
ま

す
。

　

本
学
で
は
、
環
境
問
題
を
担
当

し
、
自
然
保
護
や
環
境
政
策
を
教

え
て
い
ま
す
。
浜
田
に
来
て
感
じ

た
こ
と
は
、
自
然
が
豊
か
な
こ
と

と
黄
砂
で
す
。
こ
の
２
つ
と
の
出

会
い
を
き
っ
か
け
に
、
自
然
豊
か

な
石
見
の
環
境
を
い
か
に
次
の
世

代
ま
で
残
し
て
い
く
の
か
、
黄
砂

の
よ
う
な
越
境
環
境
問
題
に
ど

の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
良
い
の

か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
身
近
な
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
、
社
会
全
体
の
こ

と
ま
で
思
い
が
至
る
、
そ
の
よ
う

な
社
会
的
意
識
の
高
い
、
視
野
の

広
い
社
会
人
に
な
る
べ
く
努
力
し

て
い
る
県
立
大
学
生
を
育
て
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め

に
は
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
・
ご
叱
責
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
県
立
大
学
教

職
員
・
学
生
諸
君
を
見
守
っ
て
も

ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

公
開
講
座
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か

輝
け
！
け
ん
だ
い
っ
子
①

島
根
県
立
大
学

　

学
友
会
執
行
委
員
会
会
長

大お
お

楠く
す

愛ま
な

与よ

（
２
年
）

恒
例
の
「
石
見
の
海
と
親

し
む
集
い
」
盛
大
に
開
催

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
大
楠
会
長（
中
央
）

　

年
齢
性
別
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　
『
教
育
の
再
生

̶

先
人
と

の
対
話
・
伊
藤
仁
斎

̶

』（
全

３
回
の
第
３
回
目
）

日
時　

７
月
18
日
㈬

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

講
師　

井
上
厚
史
教
授

　

６
月
10
日
㈰
に
、
８
回
目
を
迎

え
る「
石
見
の
海
と
親
し
む
集
い
」

が
「
留
学
生
等
を
囲
む
会
」
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
朝
ま
で
雨
が
降
り
開
催
も

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
発
時
に

は
雨
も
上
が
り
、
好
天
に
恵
ま

れ
、
今
年
も
中
国
、
韓
国
の
留
学 ５月23日㈬の講義状況

畳ケ浦での記念写真

新
任
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
②　
　

准
教
授　

沖
村
理
史
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　美又、今福、久佐の３地区民の連帯意識を高め、文化とスポーツ活動を
通じて地域振興と明るく住み良い地域づくりにつなげることを目的に、第
28回今福文化スポーツ祭が、６月10日
㈰に今福スポーツ広場を会場に開催さ

れました。
　美又、今福、久佐では、３つの自治会が連合で毎年「文化祭」と「スポー
ツ祭」を交互開催し、今年は「スポーツ祭」としてグラウンドゴルフ大会
を開催、38チーム・総勢228人が参加し、なごやかな雰囲気の中親睦を深め
ました。

わ だ い かなぎかなぎ

　子安の里祭りが６月３日㈰、湯屋温泉子安華湯館（金城町下来原）で開
催され、各種バザーをはじめ、金城中学校吹奏楽部、花炎太鼓・きんたわ
らべ花太鼓の演奏や、島根県立大学大道芸部による大道芸の披露など多く
の催しで訪れた人を楽しませました。

　子安の里祭りは、今回で第８回目を
数え、地元町内や湯屋温泉組合の組合
員をはじめ、市内外から300人近い参
加者がありました。今回初参加した島
根県立大学の大道芸部は注目を集め、
風船で動物を作り手渡すと、子どもた
ちは大はしゃぎするなど、大学生５人
による大道芸は会場を一段と盛り上げ
ました。

第8回 子安の里祭り
島根県立大学大道芸部が初参加

　６月23日㈯、波佐ホタルの里（金城町波佐、菅沢地内）で、第６回波佐
ホタル祭りが開催されました。
　当日は、時折小雨が降る曇り空ではありましたが、昨年を上回るほどの
多くの来場者で会場は賑わいました。
　訪れた人たちは、午後５時からホタルの見えはじめる午後８時頃までの
間、波佐小学校児童によるよさこいソーラン節をはじめ、オリジナルの波
佐ホタル音頭などのアトラクションを堪能する一方で、そうめん流しやサ
バ寿司などの地元特産のバザーも味わいながら楽しい時間を過ごしました。
　午後８時ごろになると徐々に暗くなり、ホタルの里周辺の道路や波佐川
ではたくさんのホタルが美しい光を放ち、今年も幻想的な夜景を見ること
ができました。

注目を集めた県立大学生の
大道芸

第28回 今福文化スポーツ祭
新緑の中みんなでグラウンドゴルフ大会

田ばやしの様子

金城中学校吹奏楽部

開会式の様子

ナイスショット

第6回 波佐ホタル祭り
ホタルを見ながら楽しい一夜

小学生のよさこいソーラン節

波佐ホタル音頭も好評



7 広報はまだ：平成19年７月15日号

やさかやさか自治区のページ自治区のページ ま ち の

杵束公民館泥おとし太鼓まつり

　杵束公民館の泥おとし太鼓まつりが６月17日
㈰、弥栄町木都賀の老人憩いの家周辺で行われま
した。
　テントコーナーでは「手作りハンバーガー」や
「どぶろく」など、弥栄ならではの出店があり来
場者を喜ばせていました。また、田ばやしや勇壮
な和太鼓の演奏なども行われ、まつりが賑わいま
した。

大盛況だった餅つき

みんなで良い汗を流しました。

　健康ウォークｉｎ弥栄が６月17日㈰に弥栄支所
前を発着点として行われました。
　当日は、市内から91人の参加者があり青空の
下、弥栄の自然を満喫しながら、４、５㎞コース
と６㎞コースに分かれてウォーキングを楽しみま
した。また、参加者の中には道路沿いなどの花を
写真に撮りながら歩いている人もいました。

ビゴル門田枝豆オーナー

　ビゴル門田枝豆オーナーによる草取りが６月17
日㈰に、弥栄町門田の畑で行われました。
　当日は、50人のオーナーが集まり、５月に種
まきを行った大豆周りの草取りに汗を流し、その
後、餅つきを体験しました。餅つきは初めてとい
う人が多く、杵の使い方が難しそうでした。その
搗
つ

きたての餅を子どもたちが地元の人などに教え
てもらい、楽しそうに丸餅にしていました。

地元出店によるテントコーナー

力強い和太鼓田　ば　や　し

自然を満喫しながら歩く参加者
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　子育て先輩、講師を交えての交流会～ぴーちく・ぱー
ちく～を毎月実施しています。内容をシリーズで紹介し
ますので子育て力アップに利用してください。

「すくすくスキルアップ講座
テーマ　発達に合わせた関わり方

子育て子育て

健康ひろば健康ひろば
＆

Ｑ　

昼
寝
を
し
な
い
し
、
夜
寝
る

時
間
が
遅
い
の
で
困
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い

で
し
ょ
う
か
。（
２
歳
）

Ａ　

日
中
の
遊
び
を
し
っ
か
り

さ
せ
る
こ
と
で
疲
れ
て
良
く
眠

る
事
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
早

寝
・
早
起
き

　

を
習
慣
づ
け
る

　

事
に
よ
り
、
き

　

ち
ん
と
し
た
生

　

活
リ
ズ
ム
を
身

　

に
つ
け
ま
し
ょ

　

う
。

Ｑ　

親
の
側
か
ら
離
れ
な
い
の
で

家
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず

困
っ
て
い
ま
す
。（
１
歳
）

Ａ　

子
ど
も
は
、
親
か
ら
離
れ
る

事
に
不
安
が
大
き
い
よ
う
で

す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
い
る
時

に
は
し
っ
か
り
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
う

す
る
事
に
よ
っ
て
子
ど
も
は
安

心
し
て
親
か
ら
離
れ
一
人
遊
び

　

浜
田
の
子
ど
も
た
ち
が
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
元
気
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、「
食
育

フ
ェ
ス
タ
」と「
わ
い
わ
い
フ
ェ

ス
タ
」
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

講
演
会

演
題　

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
の
す
す
め
〜
子
ど
も

の
発
達
と
生
活
リ
ズ
ム
〜

講
師　

鈴
木
み
ゆ
き
さ
ん
（
聖

徳
大
学
短
期
大
学
部
保
育

科
教
授
）

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

場
所　

浜
田
合
同
庁
舎
大
会

　

議
室

※　

託
児
が
あ
り
ま
す
。
20
人

程
度
（
要
申
込
）

は
ま
だ
っ
こ
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ

対
象　

小
学
１
〜
６
年
生
（
家

族
同
伴
可
）

時
間　

午
後
４
時
〜
６
時

場
所　

原
井
小
学
校
調
理
実

　

習
室

定
員　

先
着
40
人
程
度（
要
申
込
）

参
加
料　

１
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

遊
び
と
屋
台
の
コ
ー
ナ
ー

場
所　

原
井
小
学
校

時
間　

午
後
３
時
30
分
〜
７
時

★
作
ろ
う
‼
遊
ぼ
う
‼

紙
飛
行
機
、
弓
矢
・
鬼

棒
、
水
鉄
砲
、
こ
ま
、
花
、

親
子
ゲ
ー
ム
、
的
あ
て
、

シ
ャ
ボ
ン
玉
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
迷
路
、
国
際
交
流
（
歌
・

絵
本
）、
マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー

ン
、
お
も
ち
ゃ
、
子
ど
も

神
楽
な
ど

★
美
味
し
い
も
の
大
集
合
‼

団
子
、
弁
当
、
焼
鳥
、
か

き
氷
、
綿
菓
子
、
飲
み
物
、

炊
き
込
み
ご
は
ん
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
な
ど

※　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出

店
者
募
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

食
育
フ
ェ
ス
タ

　

子
育
て
支
援
課
保
育
係

　
（
☎
本
庁
内
線
１
６
５
）

わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ

　

育
成
支
援
係

　
（
☎
本
庁
内
線
１
７
３
）

ポ
イ
ン
ト

　

０
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
時

期
は
大
き
く
成
長
し
ま
す
。

親
は
、
子
ど
も
が
成
長
し
よ

う
と
す
る
姿
を
受
け
入
れ
、

促
し
、
支
え
て
い
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

テ
レ
ビ
を
ど
の
よ
う
に
生
活

に
取
り
入
れ
た
ら
良
い
で
し
ょ

う
か
。（
７
か
月
）

Ａ　

テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
を
短
時

間
に
し
、
時
間
を
決
め
て
見
せ

ま
し
ょ
う
。

Ｑ　

言
葉
か
け
の
方
法
が
わ
か

ら
な
い
の
で
教
え
て
欲
し
い
で

す
。
赤
ち
ゃ
ん
言
葉
を
使
っ
て

い
ま
す
が
言
葉
か
け
に
は
大

人
の
言
葉
が
良
い
の
で
し
ょ
う

か
。（
４
か
月
）

Ａ　

０
歳
か
ら
２
歳
く
ら
い
ま

で
は
、「
ま
ん
ま
、
な
い
な
い
」

な
ど
の
繰
り
返
し
の
赤
ち
ゃ
ん

言
葉
で
言
葉
か
け
を
し
ま
し
ょ

う
。
大
人
の
言
う
事
が
分
か
り

始
め
た
ら
、

　

少
し
ず
つ
大

　

人
の
言
葉
で

　

言
葉
か
け
を

　

し
て
い
き
ま

　

し
ょ
う
。

親
が
気
な
っ
て
い
る
事

食
育
フ
ェ
ス
タ

わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ

子
育
て
子
育
ち　

食
育
・
わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田

      

〜
元
気
な
浜
田
っ
子
を
育
む
〜
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発
達
の
特
徴
・
関
わ
り
方

　

子
ど
も
に
よ
っ
て
個
人
差
が
あ

り
ま
す
が
、
目
安
と
し
て
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

０
歳

　

言
葉
が
出
な
く
て
も
明
る
く
言

葉
か
け
を
し
て
い
く
と
反
応
が
あ

り
ま
す
。
ほ
っ
ぺ
た
に
触
れ
た
り

し
て
タ
ッ
チ
ン
グ
遊
び
を
通
し
て

自
分
が
愛
さ

れ
て
い
る
事

を
体
で
実
感

さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

１
歳
〜
２
歳

　

好
奇
心
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。

　

口
に
入
れ
た
り
、
触
れ
て
は
い

け
な
い
も
の
は
手
の
届
か
な
い
所

に
置
き
、
の
び
の
び
と
遊
ば
せ
ま

し
ょ
う
。
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
を

繰
り
返
し
言
葉
か

け
し
て
い
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

３
歳

　

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
し
つ
け
も
「
だ
め
、
だ
め
」

と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
理
由
を

説
明
す
る
と
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
た
と
え
上
手
に
で
き

な
く
て
も
子
ど

も
が
や
り
た
が

る
時
に
は
、
見

守
り
な
が
ら
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

自
信
に
繋つ

な

が
り

ま
す
。

４
歳

　

友
達
と
の
遊
び
な
ど
の
関
わ
り

を
と
お
し
て
、
自

己
主
張
を
す
る
よ

う
に
な
り
、ま
た
、

相
手
を
意
識
し
始

め
ま
す
。

５
歳
〜
６
歳

　
「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
そ
ん

な
心
が
出
て
き
ま
す
。
手
伝
い
を

や
り
た
が
る
時
に
は
、
上
手
に
で

き
な
く
て
も
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
時
の
受
け
身
の
生

活
か
ら
家
族
の
た
め
に
役
立
ち
た

い
と
言
う
気

持
ち
が
育
っ

て
き
ま
す
。

摘
み
取
ら
な

い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
が
成
長
し
よ
う
と
し
て

い
る
姿
を
見
て
、
大
人
は
イ
ラ
イ

ラ
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
靴
を
自
分
で
履
く
と

い
っ
て
も
履
け
ず
、
も
た
も
た
す

る
と
時
間
が
気
に
な
り
つ
い
イ
ラ

イ
ラ
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
は
、

少
し
手
伝
っ
て
達
成
感
を
感
じ
さ

せ
る
と
子
ど
も
が
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
大
切

な
の
は
、
育
児
書
や
情
報
に
と
ら

わ
れ
ず
、
自
分
の
子
ど
も
が
今
何

に
興
味
を
持
ち
、
何
を
や
り
た

が
っ
て
い
る
か
を
知
り
、
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
す
。 

基
本
は
、
悪

い
こ
と
を
し
た
時
に
は
叱
っ
て
い

る
事
が
分
か
る
よ
う
に
叱
り
、
良

い
事
を
し
た
時
に
は
「
良
か
っ
た

ね
」
と
笑
顔
で
褒
め
て
あ
げ
る
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
と
し
っ
か
り
向

き
合
い
、
日
々
の
成
長
を
楽
し
み

な
が
ら
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

ま
と
め

養育費に関する講習会を
開催します。

在宅児フッ素塗布
内容　歯科検診、フッ素塗布（歯ブラシに液をつけ
塗布します）、むし歯予防の話しをします。
対象　浜田自治区内に住所がある１歳以上の在宅の
乳幼児

※　保育園・公立幼稚園入所者は
　園で受けてください。

場所　子育て支援センター
定員　①②各30人（申込先着順）
料金　４００円（歯ブラシ代含む）
持ってくるもの　タオル、母子手帳
申込方法　受付時間①か②を選択し、電話で申し込
んでください。申込開始時間はいずれも午前９時
からです。

申し込み・問い合わせ先
　子育て支援課育成支援係
　（☎本庁内線１７３、１９１）

　島根県母子会連合会では、次の日程で弁護士に
よる養育費を得るための講習会を開催します。気
軽に参加してください。
対象　ひとり親家庭（母子家庭、父子家庭、寡婦）
の人または、現在離婚について悩んでいる人

講師　大村修二郎さん（弁護士）
日時　８月５日㈰　午後１時～３時
場所　浜田公民館
定員　20人程度
料金　無料
申込締切日　７月27日㈮
※　託児が必要な場合は、事前に相談してください。
申し込み・問い合わせ先
島根県母子会連合会（☎０８５２32５９６０）
浜田市母子会連合会事務局 牛尾さん（☎㉗３２０９）

日　程 8月 2日㈭ 9月 6日㈭

受付時間 ①午後１時30分～２時
②午後２時～２時30分

①午後１時～１時30分
②午後１時30分～２時

申込開始日 7月 25日㈬ 8月 6日㈪
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浜
田
・
江
津
地
域
で
は
、
従
来

２
か
所
の
診
療
所
と
２
か
所
の
中

核
病
院
の
計
４
医
療
機
関
で
分
娩

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
19
年
８
月
か
ら
診
療
所

で
の
分
娩
を
中
止
す
る
こ
と
と
な

り
、
分
娩
が
中
核
病
院
に
集
中
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
浜
田
・
江
津
地
域
の
産
婦
人
科

医
師
一
人
あ
た
り
が
取
り
扱
う
分

娩
数
は
県
内
で
最
も
多
い
現
状
で

す
。
お
産
の
支
援
を
産
婦
人
科
医

師
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

病
院
、
産
婦
人
科
診
療
所
、
開
業

助
産
院
、
行
政
機
関
が
協
力
し
合

い
、
医
師
や
助
産
師
の
確
保
対
策

を
基
本
的
に
は
進
め
な
が
ら
、
併

せ
て
圏
域
内
の
産
科
医
療
機
関
で

お
産
を
希
望
す
る
妊
婦
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
気
持
ち
に
沿
っ
た
お
産

の
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

○
妊
娠
34
週
〜
35
週
ま
で
は
診
療

所
で
健
診
を
受
け
て
そ
の
後

は
、
病
院
に
紹
介
し
病
院
で
お

産
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

○
妊
娠
初
期
に
病
院
に
来
た
人

も
希
望
に
よ
り
診
療
所
で
34
週

く
ら
い
ま
で
健
診
を
受
け
て
も

ら
っ
て
も
良
い
で
す
。

○
気
軽
に
病
院

　

と
診
療
所
を

　

使
い
分
け
て

　

も
ら
っ
て
も

　

良
い
で
す
。

　

病
院
が
開
催
す
る
母
親
教
室
な

ど
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

浜
田
・
江
津
地
域
の
「
お
産
応

援
シ
ス
テ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

浜
田
圏
域
に
お
け
る
お
産
の

現
状

「
お
産
は
病
院
で
健
診
は
診

療
所
で
」

①
診
療
所
で
妊
婦
健
診
が
手
軽
に

受
け
ら
れ
ま
す
。（
診
療
所
で

は
、
分
娩
が
な
い
た
め
待
ち
時

間
が
短
く
、
午
後
診
療
・
土
曜

診
療
も
あ
り
、
受
診
時
間
に
幅

が
で
き
ま
す
。）

②
小
児
科
と
産
科
の
設
備
の
整
っ

た
病
院
で
分
娩
す
る
こ
と
に
よ

り
、
急
な
事
態
に
対
応
で
き
ま

す
。

③
健
診
内
容
も
連
携
を
と
っ
て
い

る
た
め
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
診
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
お
産
応
援
シ
ス
テ
ム
」
の

メ
リ
ッ
ト

病
院
の
応
援
体
制

○
妊
婦
の
様
々
な
相
談
に
助
産
師

や
保
健
師
が
応
じ
ま
す
。

○
「
マ
マ
パ
パ
」
学
級
を
開
催
し

て
、
妊
娠
中
の
健
康
や
赤
ち
ゃ

ん
の
世
話
に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
開
い
て
い
ま
す
。

○
母
体
や
胎
児
の
健
康
確
保
を
図

る
た
め
、
妊
婦
健
診
受
診
料
の

公
費
負
担
の
回
数
を
、
今
年
度

か
ら
２
回
か
ら
５
回
に
増
や
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
子
育
て
支
援
課
）

浜
田
市
の
応
援
体
制

「海辺で遊ぼう」
　　　～周布地区子育て広場～

日時　８月９日㈭　
　午前10時～11時30分
場所　折居海水浴場
※　電話での申し込みが必要です。
申し込み先　
　大麻公民館（☎㉗０８９７）

募 集
　障害の有無にかかわらず、誰もが地域や職場・学校などで共に支え合って暮らす「共生社会」の実現を目指
して、障害のある人とない人との心のふれあい体験を綴った「心の輪を広げる体験作文」と、障害のある人に
対する国民の理解を広めるための「障害者週間のポスター」の未発表のもの１点（１編）を募集します。

「心の輪を広げる体験作文」 「障害者週間のポスター」
募集テーマ　出会い、ふれあい、心の輪　～障害のある人と
ない人との心のふれあい体験を広げよう～

募集テーマ　障害の有無にかかわらず誰もが能力を発揮し
て安全に安心して生活できる社会の実現

応募資格　小学生以上 応募資格　小・中学生
（盲学校・ろう学校・養護学校の児童生徒を含む）

内容　題は自由。内容は、障害のある人とない人との心の
ふれあいの体験を綴ったもの。

内容　障害者に対する理解や、障害のある人とない人との
相互理解を促進するもの
小学生部門　標語文字の使用は不可（造形的表現で訴える
もの）

中学生部門　標語文字の使用は可（｢12月３日から12月９日
は障害者週間｣の使用は不可）

募集区分　小、中、高校生・一般の３部門
※　原則として４００字詰め原稿用紙ですが、部門によっ
て枚数が異なりますので、詳しくは、お問い合わせくだ
さい。

募集区分　小、中学生の２部門
※　規格・画材の指定がありますので、詳しくは、お問い
合わせください。

応募方法　用紙（任意）に住所、氏名（ふりがな）年齢（生年月日）、性別、学校名（学年）、電話・ＦＡＸ、障害の有
無、そのほか参考となる事項を記入の上、提出してください。

※　学生以外は職業を記入してください。
募集締切日　９月10日㈪
応募先・問い合わせ先　島根県障害者社会参加推進センター
事務局【〒690-0011　松江市東津田町1741番地3（☎
０８５２32５９７２）】

応募先・問い合わせ先　島根県健康福祉部障害者福祉課
【〒690-8501　松江市殿町1番地（☎０８５２㉒６５２７）】
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環　

境

・
前
日
よ
り
急

　

に
温
度
が
上
が
っ
た
日

・
温
度
が
低
く
て
も
多
湿
で
あ
れ

ば
起
こ
り
や
す
い

・
午
前
は
10
時
頃
、
午
後
は
１
時

か
ら
２
時
に
発
症
し
や
す
い

素　

因

　

５
歳
以
下
の
乳
幼
児
お
よ
び
65

歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
病
弱
の

人
、
体
調
不
良
（
発
熱
、
下
痢
な

ど
）
の
あ
る
人
、
睡
眠
不
足

暑
い
夏
を
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
！！

　

熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
の
た
め
体
温
調
節
が
う
ま
く
で
き
な
く

な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
、
様
々
な
体
の
不
調
で
す
。
症
状
と
し
て

は
、〝
頭
が
痛
い
〞〝
体
が
だ
る
い
〞〝
頭
が
ク
ラ
ク
ラ
す
る
〞

〝
吐
き
気
が
す
る
〞
な
ど
が
あ
り
、
重
症
に
な
る
と

〝
嘔
吐
〞〝
意
識
障
害
〞
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

原　

因

・
睡
眠
を
充
分
に
と
り
ま
し
ょ

う
。

・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
心
が

け
、
体
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
風
通
し
の
よ
い
服
装
を
選
び
、

外
出
時
に
は
、
日
射
を
防
ぐ
た

め
、
帽
子
を
必
ず
か
ぶ
り
ま

し
ょ
う
。

・
外
で
の
作
業
が
多
い
人
は
、
こ

ま
め
に
水
分
を
摂
取
し
、
適
度

予　

防　

法

に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
作
業

せ
ず
、
複
数
で
作
業
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
中
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、

次
の
よ
う
に
処
置
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
〝
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
〞
な
ど

の
症
状
が
あ
る
と
き
に
は
、
日
陰

で
休
ま
せ
、
衣
服
を
ゆ
る
め
て
安

静
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
わ
き
の
下

や
、
首
の
周
囲
を
冷
た
い
水
で

絞
っ
た
タ
オ
ル
を
当
て
て
冷
や
し

た
り
、
う
ち
わ
で
あ
お
い
で
体
を

冷
ま
す
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

意
識
が
あ
り
、
吐
き
気
が
な
け

れ
ば
、
少
し
ず
つ
水
分
摂
取
を
促

し
ま
し
ょ
う
。
冷
た
い
水
、
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、
薄
い
塩
水
な

ど
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

意
識
が
な
い
な
ど
の
症
状
の
場

合
は
、
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

せ
ず
、
救
急
車
を
呼

び
ま
し
ょ
う
。
大
声
で
助
け
を
よ

ぶ
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
（
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課
）

応　

急　

処　

置

実施日 受 付 時 間 会　場　名

浜　

田

３日㈮ 午前８時30分～９時30分 周布公民館

10日㈮ 午前８時30分～９時 宇野東児童館
午前10時～午前10時30分 上府三宅集会所

20日㈪ 午前８時30分～９時 長浜公民館
午前10時～10時30分 農業構造改善センター

金
城 27日㈪ 午前８時～９時 くざ会館

午前10時～11時 金城老人福祉センター

旭 30日㈭ 午前８時30分～10時30分 本郷生活改善センター
午後１時30分～２時30分 坂本構造改善センター

31日㈮ 午前８時30分～11時 旭保健センター
弥 

栄

１日㈬ 午前７時30分～10時 弥栄老人福祉センター

24日㈮ 午前７時30分～８時 弥栄会館
午前９時～９時30分 弥栄老人福祉センター

８月胃がん・肺がん検診日程

対　象　40歳以上
受診料　600円（国保300円）

　国民健康保険加入者は半額助成があります。（保険証が
必要ですので持参してください。）

　胃がん検診は、空腹状態でないと受診できません。胃がん検診は、空腹状態でないと受診できません。

胃 が ん 検 診

肺がん検診

Ｘ線検査
対　象　40～64歳
受診料　100円（国保50円）

実施日 受 付 時 間 会　場　名

浜　

田

１日㈬
午前９時～９時30分 周布公民館
午前11時～11時30分 農業構造改善センター
午後１時30分～２時 長浜公民館

２日㈭
午前９時～９時30分 国府公民館
午前11時～11時30分 浜田保健所
午後１時30分～２時 石見公民館

喀痰検査
対　象　50～64歳（必要者のみ）
受診料　300円（国保150円）

８月の休日診療

日 病  院  名 住　所 電話番号
５日㈰ 山根病院 三隅分院 三隅町岡見 32４３４３

12日㈰ 国民健康保険
波佐診療所 金城町波佐 44０００１

19日㈰ 野上医院 三隅町三隅 32００３１

26日㈰ 国民健康保険
あさひ診療所 旭町丸原 45０００２

　休日に病気になったら、休日応急診療所や在宅当番医
を利用してください。
○休日応急診療所
開設時間
　午前10時～午後４時
場所　市役所本庁地階
　（☎㉒２６１２）

日 当　番　医
５日㈰ 齊　藤　稔　哲
12日㈰ 島　田　康　夫
19日㈰ 西　川　睦　彦
26日㈰ 大　石　和　弘

※　都合により当番医が変更になることがあります。
問い合わせ先　地域医療対策課医療対策係
　（☎本庁内線２１６）

○在宅当番医
開設時間　午前８時30分～正午

日 日 会　　場 問い合わせ先

浜田
７月

17日㈫ 市総合福祉センター 山口源吉さん
（☎㉒２４９５）

金城 20日㈮ 金城老人福祉センター 金城支所市民福祉課
（☎42１２３５）

旭 ８月 １日㈬ 旭保健センター 旭支所市民福祉課
（☎45１４３４）

時間　午後７時～９時
断酒会日程

７月の休日診療在宅当番医変更のお知らせ
変更日 変　更　前 変　更　後

22日㈰ 中村医院 国民健康保険
弥栄診療所 ☎48５００１

29日㈰ 国民健康保険
弥栄診療所 中村医院 ☎32００２１
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健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、健
康
相
談

日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日　

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

本
庁
地
階
健
康
相
談
室

○
禁
煙
相
談
日

　

個
別
相
談
、
禁
煙
支
援
相
談

日
時　

７
月
27
日
㈮　

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

本
庁
地
階
健
康
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健

　

康
推
進
係（
☎
内
線
１
５
５
・
１

　

６
９
）

○
「
家
族
の
会
」
サ
ロ
ン

　

認
知
症
の
介
護
を
し
て
い
る
人

や
関
心
の
あ
る
人
は
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
21
日
㈯　

　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
研
究

所
（
朝
日
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

斎
藤
享
子
さ
ん

（
☎
㉒
３
０
７
３
）

窓口負担についてのお知らせ
　国民健康保険加入者が入院したとき、医療機関で支払う金額が、自己負担限度額ま
でとなります。ただし、医療機関の窓口に保険証のほかに、「国民健康保険限度額適
用認定証」の提示が必要となりますので、入院する前に事前に申請してください。

（注１）
上位所得者世帯とは、国保加入者の国民健康保険料の算定基礎となる基
礎控除後の総所得金額が６００万円を越える世帯です。
市民税課税世帯とは、上位所得者世帯を除き、世帯主および国保加入者
のいずれかに市民税課税者がいる世帯です。
市民税非課税世帯とは、世帯主および国保加入者全員が市民税非課税者
となる世帯です。
※　70歳未満の人で保険料に滞納がある場合は、認定証の交付ができま
せん。

医療費自己負担限度額 認定後の食事代

70歳未満の人

所得区分（注1） ３回目までの限度額 ４回目以降の限度額
上位所得者世帯 150,000円＋（総医療費－500,000円）×1％ 83,400円
市民税課税（一般）世帯 80,100円＋（総医療費－267,000円）×1％ 44,400円
市民税非課税世帯 35,400円 24,600円

　同じ世帯の世帯主および国保加入者が市民税非課税の場合、申請によ
り「国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付されま
す。
（注２）
低所得Ⅱとは、同じ世帯の世帯主および国保加入者全員が市民税非課税
の人です。
低所得Ⅰとは、低所得Ⅱのうち、その世帯主および国保加入者全員の所
得が一定基準額以下の人です。

70歳以上の人（老人保健対象者を除く）

自己負担限度額（月額）

所得区分（注2） 自己負担限度額
外来（個人ごと）（外来＋入院）

低所得Ⅱ 8,000円 24,600円
低所得Ⅰ 15,000円

申請･問い合わせ先
　地域福祉課国保係（☎本庁内線１３４、１３５）　　　金城支所市民福祉課国保年金係（☎42１２３５）
　旭支所市民福祉課国保年金係　（☎45１４３４）　　　弥栄支所市民福祉課国保年金係（☎48２６５６）
　三隅支所市民課国保年金係　　（☎32２８０７）

　同じ世帯の世帯主および国保加入者に市
民税がかかってない場合は、入院時に支払
う１食あたり２６０円の食事代が次のとお
り減額されます。
70歳未満の人

70歳以上の人
（老人保健対象者を除く）

療養病床に入院している70歳以上の人
　１食あたり４６０円の食事代が次のとお
り減額されます。また、居住費として１日
あたり３２０円の負担があります。

申請に必要なもの
　国民健康保険証、印鑑、申請に来る人の
身分を証明するものと、同じ世帯の人・直
系血族・配偶者以外の場合は委任状も必要
です。

過去１年入院日数 １食につき
90日以下 210円
91日以上 160円

過去１年入院日数 １食につき

低所得Ⅱ 90日以下 210円
91日以上 160円

低所得Ⅰ 100円

１食につき
低所得Ⅱ 210円
低所得Ⅰ 160円
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日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
・

中
国
マ
ー
チ
ン
グ
リ
ー
グ
認
定
の
２

日
間
に
わ
た
っ
て
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
競
走
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
浜
田
の
秋
の
自

然
を
満
喫
し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
！
併
せ
て
大
会
当

日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募

集
し
ま
す
。

対
象　

健
康
な
状
態
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

た
だ

し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
、

障
害
の
あ
る
人
は
介
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
。

日
程

に
い
な
浜
田
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー

ク
２
０
０
７

10
月
20
日
㈯
山
間
コ
ー
ス（
14
㎞
・
６

㎞
）

　

14
㎞
コ
ー
ス
は
新
コ
ー
ス
で
す
。

（
金
城
町
波
佐
〜
石
畳
の
峠
〜
弥

栄
町
三
里
の
ふ
る
さ
と
体
験
村
）

10
月
21
日
㈰
海
辺
コ
ー
ス（
18
㎞
・
6.5

㎞
）

　

18
㎞
コ
ー
ス
は
新
コ
ー
ス
で
す
。

（
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
〜
し
ま

ね
海
洋
館
ア
ク
ア
ス
）

※　

い
ず
れ
も
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
４
時 

料　

事
前
申
込　

１
、５
０
０
円

　

当
日　

２
、０
０
０
円　

　

中
学
生
以
下　

無
料 

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
（
商
工
観
光
課
も
し
く

は
各
支
所
産
業
課
、
観
光
関
係
施
設

に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
参
加
料
と
一
緒
に
郵
便
局

で
振
り
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
締
切
日　

９
月
20
日
㈭
（
当
日

消
印
有
効
、
21
日
㈮
以
降
に
申
し

込
む
場
合
は
、
当
日
料
金
と
な
り

ま
す
。）

問　

商
工
観
光
課
（
☎
本
庁
内
線
４

　

３
５
、３
５
５
）

①
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科　
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
分
解
作
業
・
実
習
体

験
・
初
級
シ
ス
ア
ド
試
験
紹
介
）

②
建
築
科　
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の

住
宅
の
設
計
実
演
・
押
し
入
れ
ス

ノ
コ
の
製
作
作
業
な
ど
）

対
象　

①
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校

の
在
校
生
、
保
護
者
、
引
率
者

　

②
30
歳
未
満
の
求
職
者

日　

８
月
７
日
㈫　

午
前
10
時
〜

場　

浜
田
高
等
技
術
校

料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

申
込
締
切
日　

８
月
３
日
㈮

申
・
問　

浜
田
高
等
技
術
校
（
☎
㉗

０
４
５
７
、
FAX
㉗
４
０
２
７
）

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.sh

im
an
e.

lg.jp/ham
ada_gijutsu/

　

こ
の
事
業
は
、
市
の
産
業
振
興
や

雇
用
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
次
表
の

３
分
野
の
取
り
組
み
に
対
し
て
補
助

を
行
う
も
の
で
す
。

対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
（
住

所
）
を
有
す
る
中
小
企
業
者
、 

団

体
ま
た
は
個
人

申
請
締
切　

８
月
３
日
㈮

申
請
方
法　

申
請
書
類
（
産
業
企
画

も
の
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業

（
２
次
募
集
） 

課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
載
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

審
査　

製
品
や
事
業
計
画
な
ど
に
関

し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。（
審
査
会
の
開

催
・
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
途
申

請
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

申
・
問　

産
業
企
画
課 

（
☎
本
庁

内
線
４
１
５
、
４
１
６
）

事業区分 補助対象経費 補助率および限度額
新製品、新技術の開発
（補助対象経費の総額が
30万円以上のもの）

専門家謝金、旅費、
研究開発費、委託費など

２/３以内
１００万円以下

特許権等取得
（補助対象経費の総額が
10万円以上のもの）

出願費用、弁理士費用、
事先行技術調査費など

１/２以内
20万円以下

新製品の販路拡大
（補助対象経費の総額が
20万円以上のもの

専門家謝金、旅費、市
場、調査費、広告宣伝
費、ホームページ開設費
など

１/２以内
50万円以下

　

県
で
は
、
魅
力
あ
る
島
根
の
景
観

第
15
回
し
ま
ね
景
観
賞

浜
田
高
等
技
術
校

一
日
体
験
入
校

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
建
造
物
な

ど
を
、
次
の
各
部
門
ご
と
に
募
集
し

ま
す
。

募
集
部
門

　

１　

ま
ち
・
み
ど
り
部
門　

　

２　

土
木
施
設
部
門

　

３　

公
共
建
築
物
部
門

　

４　

民
間
建
築
物
部
門

　

５　

個
人
住
宅
部
門

　

６　

工
作
物
そ
の
他
・
活
動
部
門

募
集
締
切
日　

９
月
３
日
㈪
（
当
日

消
印
有
効
）

※　

応
募
用
紙
に
必
要
な
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

応
・
問　

県
土
木
部
都
市
計
画
課

景
観
政
策
室
（
☎
０
８
５
２

㉒
６
１
４
３
・
FAX
０
８
５
２
㉒

６
０
０
４
）

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.sh

im
an
e.

lg.jp
/life/n

atu
re/keikan

/
keikan_sho/
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受
付
期
間　

７
月
17
日
㈫
〜
31
日
㈫ 

応
募
資
格

・
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の

親
族
が
あ
る
人
（
身
体
障
害
者
・

60
歳
以
上
の
人
な
ど
に
つ
い
て
は

１
人
で
も
申
し
込
み
が
可
能
で

す
。）

・
収
入
月
額
が
20
万
円
以
下
（
黒
川

改
良
住
宅
に
つ
い
て
は
13
万
７
千

円
以
下
）
で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し

高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
を
含
む
世

帯
お
よ
び
子
育
て
世
帯
（
小
学
校

就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）

は
、
収
入
月
額
が
26
万
８
千
円
以

下
（
黒
川
改
良
住
宅
に
つ
い
て
は

17
万
８
千
円
以
下
）
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の

年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）
か
ら

控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に
応
じ
て

異
な
り
ま
す
。）
を
引
い
て
12
で

割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

緑
ヶ
丘
住
宅（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）に
つ

い
て
は
、別
に
要
件
が
あ
り
ま
す
。

家
賃　

収
入
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

敷
金　

家
賃
の
月
額
の
３
月
分

※　

緑
ヶ
丘
住
宅（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）は
、

高
齢
者
・
障
害
者
向
け
住
宅
で
す
。

※　

応
募
資
格・収
入
基
準
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
入
居
者

募集住宅（間取り） 建設年度 戸数 家賃の月額
小福井住宅（２K） 昭和43年度 １戸 3,500円～7,800円
城ヶ平住宅（２K） 昭和46年度 １戸 4,300円～9,600円
黒川改良住宅 （３DK） 昭和52年度 １戸 13,200円～29,000円

緑ヶ丘住宅 （３DK） 平成７年度 ２戸 24,400円～53,700円（２LDK） １戸

※　早見表において本人を含む世帯
全員の年間総所得額がそれぞれ当
該年間総所得額の範囲内であれば
収入基準を満たしています。

公営住宅・黒川改良住宅入居基準早見表
住　宅 収入月額 本人＋１人 ２人家族 本人＋２人 ３人家族 本人＋３人 ４人家族 本人＋４人 ５人家族 本人＋５人 ６人家族

小福井、城ヶ
平、緑ヶ丘 200,000 年間総収入 4,151,999 4,627,999 5,103,999 5,575,999 6,051,999

年間総所得 2,780,000 3,160,000 3,540,000 3,920,000 4,300,000

黒川改良 137,000 年間総収入 3,151,999 3,683,999 4,159,999 4,631,999 5,107,999
年間総所得 2,024,000 2,404,000 2,784,000 3,164,000 3,544,000

　

秋
の
大
会
へ
の
出
演
者
を
募
集
し

ま
す
。
流
派
は
問
い
ま
せ
ん
。
個
人

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　

11
月
18
日
㈰ 　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場　

国
民
宿
舎　

千
畳
苑 

料　

１
人　

１
、
０
０
０
円 

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

申
込
締
切
日　

８
月
20
日
㈪ 

※　

上
演
形
式
は
、
仕
舞
・
独
吟
・

連
吟
・
一
調
。
地
謡
が
必
要
な
場

合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

浜
田
謡
曲
連
合
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
㉒
６
３
４
０
）

連
合
謡
曲
大
会
参
加
者

浜
田
水
産
高
等
学
校
開
放
講
座

「
イ
カ
釣
り
漁
業
体
験
」

　

本
校
小
型
実
習
船
「
あ
わ
し
ま
」 

に
乗
船
し
、
イ
カ
釣
り
体
験
を
し
ま

せ
ん
か
。

対
象　

一
般
お
よ
び
保
護
者
を
伴
う

中
学
生  

日　

Ⅰ
期　

８
月
18
日
㈯
〜
19
日
㈰

　

Ⅱ
期　

８
月
25
日
㈯
〜
26
日
㈰

　

い
ず
れ
も
初
日
午
後
６
時
〜
２
日

目
午
前
２
時
ま
で

集
合
時
間　

午
後
５
時
（
天
候
不
良

の
場
合
は
中
止
） 

集
合
場
所　

浜
田
水
産
高
校
海
洋
技

術
科
実
習
棟 

定　

各
期
先
着
15
人 

料　

１
、
０
０
０
円
（
イ
カ
釣
り
漁

具
、
保
険
料
含
む
） 

申
込
締
切
日　

　

Ⅰ
期　

７
月
27
日
㈮

　

Ⅱ
期　

８
月
３
日
㈮

申
込
方
法

　

料
金
を
添
え
て
直
接
浜
田
水
産
高

校
事
務
室
ま
で
（
月
〜
金
曜
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

問　

浜
田
水
産
高
校
学
校
開
放
講
座

係　

中
谷
徹
二
さ
ん
（
☎
㉒
３
０

　

９
８
）

【
高
等
学
校
卒
業
程
度
】

国
家
公
務
員
採
用

刑
務
官

受
験
資
格　

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

採
用
予
定
数
（
中
国
地
区
）

　

男
子　

約
１
２
０
人

　

女
子　

約
20
人

※　

受
験
申
込
用
紙
は
、
浜
田
拘
置

支
所
に
あ
り
ま
す
。

第
１
次
試
験
日　

９
月
23
日
㈰

①
入
国
警
備
官

②
皇
居
護
衛
官

③
航
空
保
安
大
学
校
生

受
験
資
格　

①
②
昭
和
59
年
４
月
２

日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人

第
１
次
試
験
日　

①
②
③
９
月
30
日

㈰
受
付
期
間　

い
ず
れ
も
７
月
24
日
㈫

〜
８
月
７
日
㈫

※　

試
験
の
区
分
、
受
験
資
格
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

人
事
院
中
国
事
務
局
（
☎
０
８

　

２
―

２
２
８
―

１
１
８
３
）

第58回 夏季洋画講習会

　今年は、裸婦を描きます。
対象　大学生以上 
講師　加賀羅聡さん（東光会審査
員）ほか数人

日　８月４日㈯～５日㈰
　１日目　午前８時30分～
　２日目　午前９時～
　いずれも午後４時まで　 
場　サンマリン浜田 
料　５、０００円（２日間）
申込方法　はがきまたはFAXで、
名前、住所、参加希望日を記入
の上送付してください。

申込締切日　７月31日㈫
申・問　近藤隆夫さん〔〒697-0052
港町16（☎・FAX㉒５９２４）〕　

問　

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

　
（
☎
本
庁
内
線
５
６
４
）

家族数収　入
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○
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

応
募
資
格　

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

試
験
日　

９
月
17
日
㈷　

午
前

試
験
会
場　

浜
田
合
同
庁
舎

○
航
空
学
生
（
海
・
空
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
）

応
募
資
格　

高
卒
（
見
込
み
含
む
）

　

21
歳
未
満
の
人

試
験
日　

９
月
22
日
㈯

試
験
会
場　

出
雲
合
同
庁
舎

○
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
陸
・
海
・

空
）

応
募
資
格　

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

男
性

試
験
日　

９
月
17
日
㈷　

午
後

試
験
内
容　

筆
記
試
験
、適
性
検
査
、

作
文　

試
験
会
場　

浜
田
合
同
庁
舎

自
衛
官

身
体
検
査
お
よ
び
口
述
試
験

　

９
月
19
日
㈬
〜
９
月
21
日
㈮
の
間

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場　

出
雲
駐
屯
地

女
性

試
験　

９
月
25
日
㈫

試
験
会
場　

出
雲
駐
屯
地

応
募
期
間　

い
ず
れ
も
８
月
１
日
㈬

〜
９
月
７
日
㈮

問　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部
浜

田
出
張
所
（
☎
㉒
１
３
３
４
）

　

４
課
程
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
実

践
的
な
授
業
で
各
分
野
の
エ
キ
ス
パ

ー
ト
を
育
て
て
い
ま
す
。

・
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程

・
航
空
課
程 

・
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程

・
海
洋
科
学
課
程 

対
象　

平
成
20
年
の
４
月
１
日
現
在

で
、24
歳
未
満
の
人
で
、高
等
学
校

平
成
19
年
度
海
上
保
安
学
校
生

卒
業
者（
見
込
み
の
人
を
含
む
。）

な
ど

受
付
期
間 

　

７
月
24
日
㈫
〜
８
月
７
日
㈫

第
１
次
試
験
日　

９
月
30
日
㈰

※　

募
集
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、

海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問　

浜
田
海
上
保
安
部
総
務
係
（
☎

㉗
０
７
７
０
）

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp

平
成
19
年
度　

島
根
県
警
察
職
員

（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
整
備
士
）

　

県
警
察
航
空
隊
に
所
属
し
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
整
備
業
務
な
ど
に
従
事

し
ま
す
。

採
用
予
定
人
数　

１
人

受
付
期
限　

８
月
17
日
㈮
（
当
日
消

印
有
効
）

試
験
日　

９
月
２
日
㈰

※　

受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

県
人
事
委
員
会
（
☎
０
８

　

５
２
㉒
５
４
３
８

受
験
資
格　

調
理
業
務
に
２
年
以
上

従
事
し
て
い
た
人
（
基
準
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

日　

９
月
26
日
㈬

平
成
19
年
度
島
根
県
調
理
師

　

午
後
１
時
〜
３
時

場　

浜
田
合
同
庁
舎
（
浜
田
会
場
）

願
書
受
付
期
間　

　

７
月
13
日
㈮
〜
27
日
㈮

願
書
配
布
先
・
問　

浜
田
保
健
所
健

康
増
進
グ
ル
ー
プ
（
☎
㉙
５
５
５

　

２
）

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
人
、

ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
害
に
な
っ
た

人
の
子
ど
も
（
０
歳
か
ら
中
学
卒
業

ま
で
）
に
対
し
て
無
利
子
の
育
成
資

金
を
貸
し
て
い
ま
す
。

申
込
者　

　

子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

貸
付
金
額　

子
ど
も
一
人
に
つ
き
、

　

は
じ
め
に
一
時
金

　
　
　
　
　
　

１
５
５
、
０
０
０
円

貸
付
期
間
中
、
毎
月

　
　
　
　
　
　
　

２
０
、
０
０
０
円

小
中
学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金

　
　
　
　
　
　
　

４
４
、
０
０
０
円

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
頭
部
ま
た

は
脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、
重
度
の
後

遺
障
害
を
の
こ
し
、
常
時
、
ま
た
は

随
時
介
護
を
要
す
る
人
へ
介
護
料
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給

受
給
資
格
者　

自
賠
責
認
定
通
知
書

が
１
級
１
号
、
２
号
ま
た
は
２
級

１
号
、２
号
の
人（
平
成
14
年
３
月

31
日
以
前
に
つ
い
て
は
、
１
級
３

号
、
４
号
、
ま
た
は
２
級
３
号
、

４
号
の
人
）、お
よ
び
こ
れ
と
同
等

で
あ
る
と
機
構
が
判
断
し
た
人

申
請
者　

受
給
資
格
者
の
法
定
代
理

人
ま
た
は
扶
養
し
て
い
る
人

介
護
料　

月
額
２
９
、
２
９
０
円
〜

１
３
６
、
８
８
０
円
の
範
囲
で
症

状
に
応
じ
て
支
給

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
島
根
支
所

　
（
☎
０
８
５
２
㉕
４
８
８
０
）

日　

７
月
28
日
㈯　

午
前
７
時
30
分

〜
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　

マ
リ
ン
大
橋
入
口
付
近

（
４
号
市
場
側
）

清
掃
場
所　

宮
の
浦
お
よ
び
マ
リ
ン

大
橋
周
辺

※　

少
雨
決
行　

参
加
し
た
人
に
、

サ
ポ
ー
ト
通
貨
〔
神
楽
〕
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
対
価
と
し
て
進
呈
し

ま
す
。

問　

牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
―

８
２

　

４
４
―

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

美しい世界の貝殻展

　　　世界にこんな美しい貝殻
　　があることを皆さんに知っ
　　てもらいたいです。
日　７月25日㈬～８月31日㈮

天満宮例大祭の

小中学生の筆塚書道展

小中学生の皆さんの書道の優秀作品
を展示しています。
日　７月27日㈮～８月９日 ㈭
時間　午前10時～午後４時
※　日曜・祭日はお休みです。
場　サロンひだまりふっくら（新町） 
料　無料 
問　サロンひだまりふっくら
　（☎㉔１３５７）
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ア
ク
ア
ス
か
ら

 

（
☎

３
９
０
０
）

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊
！

飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
探
検
し
よ
う
！

対
象　

小
・
中
学
生

日　

７
月
20
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈮

　

①
午
前
11
時
〜
、
②
午
後
１
時
45

分
〜（
各
30
分
、
盆
期
間
を
除
く
）

料　

入
館
料
に
含
ま
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

ウ
ミ
ホ
タ
ル
観
察
会

　

夜
の
海
に
光
る
ウ
ミ
ホ
タ
ル
を
、

手
作
り
の
道
具
を
使
っ
て
採
集
、
観

察
し
ま
す
。

対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日　

８
月
18
日
㈯　

　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

定　

先
着
24
人

料　

無
料

申
込
締
切
日　

８
月
４
日
㈯

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
代
表

者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、
参

加
者
全
員
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
学
年
、
性
別
、
参
加
ス

ク
ー
ル
名
を
記
入
の
上
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

第
３
回　

桑
田
岩
石
園
説
明
会

　

日
本
最
古
級
４
億
年
前
の
化
石

「
ハ
チ
ノ
ス
サ
ン
ゴ
」、
日
本
最
古
20

億
年
前
の
岩
石
「
飛
騨
片
麻
岩
」、日

本
唯
一
の
産
出
「
黄
長
石
霞
石
玄
武

岩
」、
最
高
級
の
庭
石
「
三
波
石
」
な

ど
全
体
で
、
１
１
６
基

日　

７
月
29
日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

金
城
町
小
国
（
抱
月
生
誕
地
公

園
前
） 

料　

資
料
代
３
０
０
円 

浜
田
養
護
学
校

「
は
ま
よ
う
芸
術
文
化
の
集
い
」

　

地
域
の
皆
さ
ん
、
支
援
団
体
、
在

校
生
、
卒
業
生
お
よ
び
保
護
者
の
ふ

れ
あ
い
と
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日　

８
月
５
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場　

浜
田
養
護
学
校
体
育
館

問　

浜
田
養
護
学
校　

横
山
さ
ん
、

藤
田
さ
ん
（
☎
㉘
２
２
０
０
・
FAX

㉘
２
２
０
１
）

日
程　

８
月
９
日
㈭ 

講
演　
（
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分
）

　

演
題　

個
性
を
認
め
合
え
る
、
心

豊
か
な
社
会
を
目
指
し
て

　

講
師　

藤
井
輝
明
さ
ん
（
鳥
取
大

学
大
学
院
教
授
）

実
践
発
表　
（
午
後
０
時
50
分
〜
１
時
50
分
）

　

学
校
教
育　

飯
南
町
立
赤
名
小
学
校

　

社
会
教
育　

江
津
市
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト　
（
午
後
２
時
５
分
〜
３
時
55
分
）

　

タ
イ
ト
ル　

や
さ
し
く
な
ろ
う
コ

ン
サ
ー
ト

　
「
心
の
リ
ン
ゴ
を
あ
な
た
に
も
」

　

出
演
者　

島
村
一
夫
さ
ん
（
や
さ

し
く
な
ろ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
宰
）

場　

江
津
市
総
合
市
民
セ
ン
タ
ー

（
ミ
ル
キ
ー
ウ
エ
イ
・
ホ
ー
ル
）

浜
田
地
区
矯
正
展

　

第
57
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
一
環
と
し
て
、
「
ふ
れ
あ
い
と
対

話
が
築
く
明
る
い
社
会
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
、
矯
正
行
政
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と

平
成
19
年
度
人
権
･
同
和
問
題
を

考
え
る
県
民
の
つ
ど
い
（
島
根
県

同
和
教
育
推
進
協
議
会
連
合
会
研

究
集
会
）

浜田公民館から

食の知っとく講座　
知って得する食の知識
　食品の表示についてどのくらい知っ
ていますか？ 生きるためには『食育』
は非常に大切なことです。もう一度
『食品安全の常識』を勉強してみませ
んか？
第２回テーマ　よくわかる食品の表示
講師　上田朗美さん（島根農政事務所
地域第一課指導係長）　

日　８月２日㈭　午後１時30分～３時
場　浜田公民館 
定　先着30人

高齢者の健康づくり（第３回）
　いきいきと元気で年金をもらいなが
ら楽しい老後を送るための『健康づく
り体操』を開催します。
講師　今田紗稚子さん
日　８月９日㈭　午前10時～11時30分
場　浜田公民館
定　先着40人
※　体操のできる服装で参加してくだ
さい。
料　無料 
※　電話で申し込んでください。
申・問　浜田公民館（☎㉒９３５８）

問　

桑
田
龍
三
さ
ん（
☎
㉒
７
７
７
６
）

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

内
容　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
紹
介
写
真
パ
ネ
ル
掲
示
、

刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売
、
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー
、
バ
ザ
ー
な
ど

日　

７
月
21
日
㈯　

午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
、
７
月
22
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

場　

い
わ
み
ー
る

問　

旭
支
所
矯
正
施
設
整
備
対
策
課

（
☎
45
１
２
３
５
）

※　

人
権
･
同
和
教
育
啓
発
展
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

※　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
行
い

ま
す
。

料　

無
料 

問　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
本
庁
内
線
３
４
５
、３
４
６
）

第
17
回
波
濤
を
越
え
て

「
１
マ
イ
ル
展
」

　

海
に
生
き
抜
く
男
た
ち
の
素
直
な

感
動
と
生
き
る
喜
び
、
人
生
の
充
実

感
、
自
然
の
美
し
さ
、
大
切
さ
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
る
写
真
約
40
点

を
展
示
し
ま
す
。

日　

７
月
21
日
㈯
〜
27
日
㈮

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
27
日
㈮
は
正
午
ま
で
）

場　

市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

料　

無
料

問　

波
濤
会
浜
田
支
部

　

浜
田
修
一
さ
ん（
☎
㉓
０
７
６
９
）

浜
田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ　

観
光
大
使

の
選
考
会
の
変
更
お
よ
び
訂
正

　
『
広
報
は
ま
だ
』
７
月
１
日
号
Ｐ

19
で
掲
載
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
変
更
と
訂
正
を
し
ま
す
。

選
考
会
日
時
（
時
間
の
変
更
な
し
）

　

変
更
前　

７
月
29
日
㈰

　

変
更
後　

７
月
22
日
㈰

　

訂
正
前　

定　

４
人

　

訂
正
後　

定　

２
人

申
・
問　

市
観
光
協
会　
（
☎
㉔
１

　

０
８
５
）
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ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、な
わ
と
び
大
会
、

浜
田
東
中
学
校
吹
奏
楽
演
奏
、
こ
く

ふ
保
育
園
児
の
和
太
鼓
、地
元
演
芸
、

三
条
豊
歌
謡
シ
ョ
ー
、
石
見
神
楽
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

日　

７
月
25
日
㈬　

午
後
５
時
30
分

〜
10
時
（
雨
天
順
延
）

場　

国
府
海
岸
中
央
広
場
（
国
民
宿

舎
千
畳
苑
下
） 

問　

国
府
き
ん
さ
い
祭
実
行
委
員
会

事
務
局

　
（
☎
㉘
０
１
０
９
）

国
府
き
ん
さ
い
祭

お ま

つ

り

　

子
供
神
楽
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
そ

う
め
ん
流
し
、
金
魚
す
く
い
、
す
い

か
割
り
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

日　

７
月
28
日
㈯

　

午
後
６
時
〜
９
時
30
分

場
所　

新
町
商
店
街
新
町
通
り

※　

駐
車
場
は
、
栄
町
市
営
駐
車
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
市
役
所

本
庁
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す
。）

問　

新
町
商
店
街　

平
野
さ
ん

　
（
☎
㉒
０
２
３
６
）

新
町
ま
つ
り

　

石
見
神
楽
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

焼
き
鳥
、
う
ど
ん
、
ミ
ニ
ビ
ア
ガ
ー

殿
町
商
店
街
『
さ
ま
ー
イ
ン

と
の
ま
ち
』

　
「
少
年
と
さ
く
ら
」
、
「
ほ
し
の
ゆ

う
え
ん
ち
」、「
お
ジ
ャ
魔
女
ど
れ
み

の
自
転
車
安
全
教
室
」
を
上
映
し
ま

す
。（
雨
天
中
止
）

日　

８
月
３
日
㈮　

　

午
後
７
時
15
分
〜
８
時
30
分

場　

島
根
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー

料　

無
料

問　

瀬
戸
ヶ
島
ア
ニ
メ
実
行
委
員
会

　

浜
田
修
一
さ
ん（
☎
㉓
０
７
６
９
）

第
25
回 

瀬
戸
ヶ
島
ア
ニ
メ
祭
り

▽
内
村
町　

串
崎
勇　

▽
日
脚
町　

肥
後
孝
俊　

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里
へ　

▽
高
田
町　

宇
津
巻
操　

◎
は
と
ぽ
っ
ぽ
へ　

▽
生
湯
町　

上

ヶ
迫
政
憲

◎
久
佐
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ　

▽
金
城
町
久
佐　

山
下
重
嘉

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
上
府
町
久
畑

＝
▽
上
府
町　

佐
々
木
友
文　

◎
さ
ざ
ん
か
へ　

▽
竹
迫
町　

田
原

恒
享　

▽
熱
田
町　

平
野
祐
子

◎
府
城
セ
ン
タ
ー
へ　

▽
上
府
町　

佐
々
木
啓
次
郎

◎
そ
よ
か
ぜ
の
丘
へ　

▽
長
沢
町　

川
神
正
幸　

▽
黒
川
町　

金
田
正
子

◎
松
風
園
へ　

▽
浅
井
町　

後
藤
玲

子　

▽
中
国
電
力
㈱
浜
田
営
業
所　

◎
浜
田
城
に
関
す
る
資
料
館
及
び
城

山
整
備
基
金
へ　

▽
横
浜
市　

坂
根

正
弘　

▽
東
京
都
世
田
谷
区　

丸
川

和
久

香
典
返
し

そ
の
他
寄
付

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
長
浜
町　

石
田
敏　

▽
内
村
町　

田
畑
勝
治　

▽
生
湯
町　

上
ヶ
迫
政
憲　

▽
殿
町

垰
文
江

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
片
庭
３
＝
▽

片
庭
町　

福
田
英
子　

○
京
町
＝
▽

京
町　

大
島
一
三　

○
相
生
２
―

１

＝
▽
相
生
町　

杉
野
本
清
子　

○
長

浜
７
＝
▽
長
浜
町　

石
田
敏　

○
久

代
＝
▽
久
代
町　

東
條
ケ
ヱ
子　

○

唐
鐘
＝
▽
国
分
町　

笹
川
征
記　

○

唐
鐘
１
＝
▽
国
分
町　

笹
川
征
記　

○
都
川
＝
▽
旭
町
都
川　

祝
志
津
江

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
三
階
＝
▽
三

階
町　

佐
々
木
勇
二　

○
日
脚
＝
▽

日
脚
町　

肥
後
孝
俊　

○
内
村
町
牛

谷
＝
▽
内
村
町　

田
畑
勝
治　

○
唐

鐘
＝
▽
国
分
町　

笹
川
征
記　

◎
夕
陽
ヶ
丘
へ　

▽
竹
迫
町　

田
原

恒
享

◎
美
川
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

国府海水浴場から

　夏の海水浴客の安全
を見守るため、国府海岸
水泳監視所において、現
在水難監視を行っていま
す。泳ぐときには体調や
潮の流れ・天気予報に十
分注意してください。
水難監視期間
　８月19日㈰まで
　午前９時～午後５時
問　国府海岸水泳監視所
　（☎㉘３５７５）

お忘れなく
　固定資産税（第２期）・国民健康保
険料（第２期）の納期限は、７月31日
㈫です。口座振替日は、30日㈪です。

８月側溝消毒予定日

日 曜 実　施　計　画
1 ㈬ 浅井町４～６
2 ㈭ 浅井町１～３、黒川町１、２
3 ㈮ 黒川町３～７
6 ㈪

学校消毒
7 ㈫
8 ㈬
9 ㈭
10 ㈮
13 ㈪ 相生町１～３
17 ㈮ 相生町３、４、竹迫町
20 ㈪ 杉戸町、笠柄町
21 ㈫ 熱田町６～10
22 ㈬ 小福井団地、汐入団地
23 ㈭ 石原団地、内田町
24 ㈮ 長浜町１～８
27 ㈪ 日脚町、日脚町８、大久保団地、周布町
28 ㈫ 治和町２、３、５、津摩町、陽光台
29 ㈬ 唐鐘１～９
30 ㈭ 国分町１～３、唐鐘10、11、下府町４～６、８
31 ㈮ 下府町１～３、下府町、上府町伊甘

※　雨天の場合は延期します。
〔お知らせ〕　８月予定分から前月の『広報はまだ』
15日号に掲載します。（９月予定分は８月15日号
に掲載します。　　　　　　　　　　（環境課）

デ
ン
、
金
魚
す
く
い
、ヨ
ー
ヨ
ー
な

ど
を
し
ま
す
。
（
少
雨
決
行
、
雨
天

中
止
）

日　

７
月
28
日
㈯　

 

　

午
後
４
時
〜
９
時
30
分 

場　

石
神
社
境
内
（
殿
町
浜
田
警
察

署
そ
ば
） 

問　

野
藤
さ
ん
（
☎
㉒
０
４
３
４
）



浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859-1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855-23-8451
■ホームページ…http://homepage2.nifty.com/hama-b/
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人　口（６月末現在）
（単位 : 人）

世 帯 男 女 総 数
浜　田 19,490 21,283 23,784 45,067
金　城 1,906 2,429 2,600 5,029
旭 1,208 1,362 1,624 2,986
弥　栄 729 772 861 1,633
三　隅 2,868 3,437 3,848 7,285
合　計 26,201 29,283 32,717 62,000

　

こ
ど
も
美
術
館
の
こ
の
夏
の
展
覧

会
は
、
宮
崎
県
立
美
術
館
が
所
蔵
す

る
多
彩
な
作
品
約
40
点
を
中
心
に
、

「
言
葉
」
や
「
文
字
」
に
こ
だ
わ
っ
て

紹
介
し
て
い
く
ユ
ニ
ー
ク
な
展
覧
会
。

　

美
術
作
品
に
と
っ
て
大
切
な
言
葉

と
い
え
ば
、「
題
名
」。
こ
の
展
覧
会

で
は
、
作
品
の
題
名
が
穴
ぼ
こ
だ
ら

け
、
も
し
く
は
ま
っ
た
く
の
名
無
し

で
す
。〈
し
り
と
り
の
部
屋
〉
で
は
、

ひ
と
つ
の
作
品
の
題
名
は
、
隣
の
作

品
の
題
名
に「
し
り
と
り
」で
繋つ

な

が
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
絵
を
じ
っ

く
り
と
観
察
し
て
、
し
り
と
り
遊
び

を
楽
し
み
な
が
ら
、
題
名
を
探
っ
て

い
く
の
で
す
。

　

ま
た
、〈
名
前
さ
が
し
の
部
屋
〉

で
は
、
た
く
さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
な
題

■
夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

《
星
く
ず
の
小
瓶
》

　

透
明
な
容
器
の
中
に
、
飾
り
と
水

を
閉
じ
込
め
て
、
涼
し
そ
う
な
置
物

を
つ
く
ろ
う
。

◎
８
月
11
日
㈯
〜
15
日
㈬

●
材
料
費　

ひ
と
り　

３
０
０
円

●
時
間　

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ブ
ル
ル
ン
コ
プ
タ
ー
》

　

糸
を
引
っ
ぱ
る
と
、
ブ
ル
ル
ン
と

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
空
を
飛
ぶ

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る
よ
。

◎
８
月
４
日
㈯
、
５
日
㈰

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

　

い
ろ
い
ろ
な
形
の
木
を
の
こ
ぎ
り

や
か
な
づ
ち
を
使
っ
て
、
自
分
だ
け

の
作
品
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
。

◎
８
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

●
材
料
費　

ど
ち
ら
の
活
動
も

　

ひ
と
り　

３
０
０
円

●
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

●
参
加
受
付　

午
後
３
時
30
分
ま
で

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

　

夜
間
に
開
講
し
て
い
る
一
般
実
技

講
座
の
、
今
回
は
８
月
か
ら
始
ま
る

中
期
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
楽
し

い
作
品
、
仲
間
、
時
間
を
つ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
歓

迎
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
楽
し
い
陶
芸
》（
全
６
回
）

日
程　

８
月
23
日
㈭
、
24
日
㈮
、
30

日
㈭
、
31
日
㈮
、
９
月
27
日
㈭
、

10
月
25
日
㈭

受
講
料　

４
、０
０
０
円

講
師　

岡
田
容
量
さ
ん

《
趣
味
の
木
工
》（
全
６
回
）

日
程　

８
月
23
日
㈭
、
24
日
㈮
、
30

日
㈭
、
31
日
㈮
、
９
月
13
日
㈭
、

14
日
㈮

受
講
料　

６
、０
０
０
円

講
師　

向
原
洋
二
さ
ん

時
間　

い
ず
れ
も
、
午
後
６
時
30
分

〜
９
時

定
員　

先
着
各
15
人

申
込
開
始
日　

７
月
24
日
㈫

申
込
方
法　

電
話
で
受
け
付
け
ま

す
。 一

般
講
座
受
講
生
募
集

名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
ぴ
っ
た

り
の
も
の
を
探
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
文
字
の
ア
ー
ト
」
と

し
て
、
津
和
野
出
身
の
画
家
・
安
野

光
雅
さ
ん
の
描
く
繊
細
で
表
現
豊
か

な
「
あ
い
う
え
お
」
の
世
界
も
紹
介

し
ま
す
。

　

皆
で
様
々
な
「
言
葉
」
を
交
わ
し

な
が
ら
楽
し
め
る
展
覧
会
で
す
。

■
会
期　

９
月
２
日
㈰
ま
で

■
観
覧
料　

一
般　

５
０
０
円

　

高
校
・
大
学
生　

４
０
０
円

　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

　

コ
ン
サ
ー
ト
や
美
術
家
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
に
ぎ
や
か
な

お
祭
り
で
す
。
名
人
屋
台
、
創
作
屋

台
、
フ
ー
ド
屋
台
も
お
楽
し
み
に
！

◎
８
月
18
日
㈯　

正
午
〜
、
19
日
㈰

午
前
10
時
〜

　
（
い
ず
れ
も
午
後
５
時
ま
で
）

ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

日
程　

８
月
19
日
㈰

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
願
い
し
ま

す
。

 
 

みかけは○○○が  

とんだいい人
だ 
歌川国芳 

○○○の子供達  

吉井淳二 

 〈みかけは○○○がとん
だいい人だ〉 歌川国芳〈○○○の子供達〉 吉井淳二
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８
月
は
、無
休
で
す
。

こ
ど
も
美
術
館
ま
つ
り

『
し
り
と
り
美
術
展　

宮
崎
県

立
美
術
館
所
蔵
作
品
と
安
野
光

雅
の
「
あ
い
う
え
お
」』
開
催
！


